








B2-4	 トラウマ領域における当事者参画と国際協働―気候変動・災害への応答
山田　悠平（一般社団法人精神障害当事者会ポルケ）

■12：30 ～ 13：30　ランチョンセミナー②

難治性うつ病の背景にあるトラウマを再考する�  
－病態理解と治療の新たな視点－

座　　　　長：	 戸田　裕之（防衛医科大学校 精神科学講座　教授）
演　　　　者：	 朴　　秀賢（�新潟大学大学院医歯学総合研究科精神医学分野 教授）
共　　　　催：	 武田薬品工業株式会社 / ルンドベック・ジャパン株式会社

■13：40 ～ 15：10　シンポジウム B3

トラウマ診療をテーマにした精神科医への研修：「向き合う」ために必要な取り組みとは
企　  画  　者：	 大江美佐里（久留米大学医学部神経精神医学講座、久留米大学保健管理センター）
座　　　　長：	 松本　和紀（こころのクリニック OASIS）
		  大江美佐里（久留米大学医学部神経精神医学講座、久留米大学保健管理センター）
シンポジスト：	 佐久間　篤（国立病院機構仙台医療センター精神科）
		  金井　講治（三重大学保健管理センター）
		  牧田　　潔（愛知学院大学心理学部）
		  小俵　京子（久留米大学医学部精神神経医学講座）

B3-1	 背景にあるトラウマに気づく　ー仮想症例を用いた研修からみえた課題－
佐久間　篤（国立病院機構仙台医療センター精神科）

B3-2	 TIC の視点から再構成した精神科医向け「トラウマ診療 12の基本」 ―PTSD 初期対
応マニュアルを基盤とした JSTSS ワーキンググループでの検討―
金井　講治（三重大学保健管理センター）

B3-3	 トラウマ診療における心理職の役割と医師との連携について
牧田　　潔（愛知学院大学心理学部）

B3-4	 PTSD に関する心理教育テキストの作成：その意義と活用可能性
小俵　京子（久留米大学医学部精神神経医学講座）
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■15：20 ～ 16：50　シンポジウム B4

東日本大震災から 15 年：災害・コロナ禍を経た子どものメンタルヘルス―逆境的育ちと
回復のための支援―

企　  画  　者：	 八木　淳子（岩手医科大学医学部神経精神科学講座（児童精神医学））
		  桝屋　二郎（東京医科大学精神医学分野、ふくしま子どもの心のケアセンター）
座　　　　長：	 八木　淳子（岩手医科大学医学部神経精神科学講座（児童精神医学））
		  桝屋　二郎（東京医科大学精神医学分野、ふくしま子どもの心のケアセンター）
シンポジスト：	 八木　淳子（岩手医科大学医学部神経精神科学講座（児童精神医学））
		  増田　　史（滋賀医科大学　精神医学講座）
		  桝屋　二郎（東京医科大学 精神医学分野、親と子のサポートセンターふくしま）
		  小林　桜児（神奈川県立精神医療センター）

B4-1	 東日本大震災後の被災地研究や臨床から見えてきたこと
八木　淳子（岩手医科大学医学部神経精神科学講座（児童精神医学））

B4-2	 災害・パンデミックによる社会的つながりの変容がいじめに及ぼす影響
増田　　史（滋賀医科大学　精神医学講座）

B4-3	 東日本大震災から 15年：災害とコロナ禍を経た SNS・AI 時代を生きる子ども達
桝屋　二郎（東京医科大学 精神医学分野、親と子のサポートセンターふくしま）

B4-4	 トラウマと対人不信から見たアディクション：薬物乱用や自傷行為に走る子どもたち
小林　桜児（神奈川県立精神医療センター）

現地開催 オンデマンド配信
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■9：00 ～ 10：30　シンポジウム C1

医療観察事件の前後で交差する治療，支援，そして ･･･
企　  画  　者：	 渡邊　　健（練馬わたなべ心理相談室）
座　　　　長：	 渡邊　　健（練馬わたなべ心理相談室）
シンポジスト：	 大屋　未輝（新潟医療福祉大学　心理・福祉学部　社会福祉学科）
		  渡邊　　健（練馬わたなべ心理相談室）
		  塩谷　幸祐（東京医療学院大学 保健医療学部 看護学科）
		  大塚　淳子（帝京平成大学　人文社会学部）

C1-1	 医療観察法の保護者と家族・親族に対する支援のこれから
大屋　未輝（新潟医療福祉大学　心理・福祉学部　社会福祉学科）

C1-2	 医療観察事件の被害者とその家族を支えるコミュニティの実装
渡邊　　健（練馬わたなべ心理相談室）

C1-3	 対象者の「社会復帰」は誰の安心と接続するのか―医療観察法における被害者視点
の空白―
塩谷　幸祐（東京医療学院大学 保健医療学部 看護学科）

C1-4	 被害者支援の視点で考える医療観察法における医療と司法の役割分担と連携
大塚　淳子（帝京平成大学　人文社会学部）

■10：40 ～ 12：10　シンポジウム C2

学校における被害と加害の問題を考える
企　  画  　者：	 櫻井　　鼓（追手門学院大学心理学部）
座　　　　長：	 櫻井　　鼓（追手門学院大学心理学部）
シンポジスト：	 本間なぎさ（神奈川県警察本部警務部警務課被害者支援室）
		  髙木　尋子（伊勢原市教育センター）
		  山下由紀子（武蔵野大学　心理臨床センター、横浜市教育委員会　スクールカウンセラー）
指 定 討 論 者：	 岩切　昌宏（大阪教育大学学校安全推進センター）

C2-1	 警察の心理職の立場から見た学校内における被害・加害
本間なぎさ（神奈川県警察本部警務部警務課被害者支援室）

C2-2	 同じ学校の児童生徒同士による性被害・加害案件に対する教育センターの役割
髙木　尋子（伊勢原市教育センター）

C2-3	 被害者／加害者両者が在籍する学校に身を置くスクールカウンセラーとして
山下由紀子（武蔵野大学　心理臨床センター、横浜市教育委員会　スクールカウンセラー）

現地開催 オンデマンド配信

現地開催 オンデマンド配信

C 会場：401 ＋ 402（ビル棟  4F）
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■12：30 ～ 13：30　ランチョンセミナー③

全般不安症（GAD）〜忘れ去られた不安神経症概念の再考〜
座　　　　長：	 長峯　正典（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 行動科学研究部門 教授）
演　　　　者：	 中尾　智博（�九州大学大学院 医学研究院精神病態医学 教授）
共　　　　催：	 ヴィアトリス製薬合同会社

■13：40 ～ 15：10　シンポジウム C3

男性の性暴力被害者の心理と支援
企　  画  　者：	 藤代　富広（人間環境大学総合心理学部総合犯罪心理学科）
		  成澤　知美（文教大学人間科学部臨床心理学科、公益社団法人被害者支援都民センター）
座　　　　長：	 藤代　富広（人間環境大学総合心理学部総合犯罪心理学科）
		  成澤　知美（文教大学人間科学部臨床心理学科、公益社団法人被害者支援都民センター）
シンポジスト：	 秋山　千佳（ジャーナリスト）
		  齋藤　　梓（上智大学総合人間科学部心理学科、公益社団法人被害者支援都民センター）
		  宮﨑　浩一（立命館大学 OIC 総合研究機構）

C3-1	 男性の性暴力被害者を取り巻く社会の変化と課題
秋山　千佳（ジャーナリスト）

C3-2	 男性の性暴力被害者への心理支援について
齋藤　　梓（上智大学総合人間科学部心理学科、公益社団法人被害者支援都民センター）

C3-3	 日本社会における男性の性暴力被害者の現状と回復プロセス
宮﨑　浩一（立命館大学 OIC 総合研究機構）

■15：20 ～ 16：50　シンポジウム C4

刑事手続と子どものトラウマケアの両立－司法面接前後から裁判終了までの子どもの回復の
権利を考える

企　  画  　者：	 齋藤　　梓（上智大学総合人間科学部心理学科、被害者支援都民センター）
座　　　　長：	 齋藤　　梓（上智大学総合人間科学部心理学科、被害者支援都民センター）
シンポジスト：	 木田　秋津（小林・福井法律事務所）
		  田中　晶子（摂南大学　現代社会学部）
		  三宅和佳子（兵庫県こころのケアセンター）
		  齋藤　　梓（上智大学総合人間科学部心理学科、被害者支援都民センター）

C4-1	 子どもの回復と刑事手続による正義実現の両立について
木田　秋津（小林・福井法律事務所）

C4-2	 司法手続における聴取と子どもの安全感の両立―司法面接前に焦点をあてて―
田中　晶子（摂南大学　現代社会学部）

C4-3	 被害を受けた子どもへのトラウマケアー精神科医療の立場から司法手続の影響を考
える
三宅和佳子（兵庫県こころのケアセンター）

C4-4	 刑事手続に関与する子どものトラウマケア－欧州の取り組みを参考に考える
齋藤　　梓（上智大学総合人間科学部心理学科、被害者支援都民センター）

現地開催

現地開催 オンデマンド配信

現地開催 オンデマンド配信
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■9：00 ～ 10：30　シンポジウム D1

音で操作される環世界：PTSD の覚醒・夢・深睡眠をつなぐ病態モデルと介入
企　  画  　者：	 井野　敬子（国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所）
座　　　　長：	 井野　敬子（国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所）
シンポジスト：	 井野　敬子（国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所）
		  坂口　昌徳（�筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構、 

神戸大学大学院医学研究科 神経生理学分野）
		  善甫　啓一（筑波大学 システム情報系 知能機能工学域）
		  阿部　高志（筑波大学高等研究院　国際統合睡眠医科学研究機構）
		  千葉　俊周（国際電気通信基礎技術研究所　行動変容研究室）

D1-1	 覚醒と睡眠をまたぐ PTSD の再体験　ー死者はなぜ枕元に立つのかー
井野　敬子（国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所）

D1-2	 徐波睡眠中の自伝的トラウマ関連音刺激（SES）による PTSD 介入：非盲検予備的試
験
坂口　昌徳（筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構、神戸大学大学院医学研究科 神経生理学分野）

D1-3	 マルチモーダル対話で治療者が直接デザインできる覚醒・睡眠両介入用の Sound 
VR 合成システム
善甫　啓一（筑波大学 システム情報系 知能機能工学域）

D1-4	 脳波を用いたレム睡眠中の夢の感情推定：閉回路悪夢低減システムに向けて
阿部　高志（筑波大学高等研究院　国際統合睡眠医科学研究機構）

D1-5	 PTSD の状態空間ダイナミクス：状態依存的介入に向けた取り組み
千葉　俊周（国際電気通信基礎技術研究所　行動変容研究室）

現地開催 オンデマンド配信

D 会場：403 ＋ 404（ビル棟  4F）
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■10：40 ～ 12：10　シンポジウム D2

戦禍と災害におけるトラウマの共有知：ウクライナと日本との対話
企　  画  　者：	 長峯　正典（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 行動科学研究部門）
		  ウリヤーノワ・スヴェトラーナ（JICA 中東・欧州部ウクライナ支援室）
座　　　　長：	 金　　吉晴（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所）
		  重村　　淳（�目白大学 保健医療学部、米軍保健科学大学 医学部 精神科、 

ジョージ・ワシントン大学 医学・保健学部 グローバルメンタルヘルス・�	
エクイティ・センター）

シンポジスト：	 重村　　淳（�目白大学 保健医療学部、米軍保健科学大学 医学部 精神科、 
ジョージ・ワシントン大学 医学・保健学部 グローバルメンタルヘルス・�	
エクイティ・センター）

		  斉藤　　拓（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 行動科学研究部門）
		  Oleh Chaban（Bogomolets National Medical University）
		  Mykhaylo Pustovoyt（Ivano-Frankivsk National Medical University）
指 定 討 論 者：	 金　　吉晴（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所）

D2-1	 福島第一原子力発電所事故が人々のメンタルヘルスに与えた影響：15年間の教訓と
課題
重村　　淳（�目白大学 保健医療学部、米軍保健科学大学 医学部 精神科、 

ジョージ・ワシントン大学 医学・保健学部 グローバルメンタルヘルス・エクイティ・センター）

D2-2	 東日本大震災への災害派遣におけるトラウマ反応の長期経過と関連要因
斉藤　　拓（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 行動科学研究部門）

D2-3	 戦争がもたらす集団的トラウマ：ウクライナ社会における心的外傷と世代間トラウ
マの顕在化
Oleh Chaban（Bogomolets National Medical University）

D2-4	 全面侵略開始以降のウクライナにおける精神医療及びメンタルヘルス分野の施策：
イワノ・フランキウシク州の事例研究
Mykhaylo Pustovoyt（Ivano-Frankivsk National Medical University）

■13：40 ～ 15：10　シンポジウム D3

日本の戦争トラウマを再考する～第２次大戦から 80 年を経て～
企　  画  　者：	 森　　茂起（甲南大学人間科学研究所）
座　　　　長：	 森　　茂起（甲南大学人間科学研究所）
シンポジスト：	 長峯　正典（防衛医科大学校　防衛医学研究センター　行動科学研究部門）
		  中尾　知代（�同志社大学ジャーナリズム・メディア・アーカイブス研究センター、 

岡山大学大学院行動科学学科目元教員）
		  北村　　毅（大阪大学大学院人文学研究科）
		  森　　茂起（甲南大学人間科学研究所）
指 定 討 論 者：	 中村　江里（上智大学）
		  伊藤　　宏（朝日新聞）

D3-1	 日本における戦争トラウマ研究を概観する：およそ半世紀にわたる空白の期間
長峯　正典（防衛医科大学校　防衛医学研究センター　行動科学研究部門）

D3-2	 回避された戦争トラウマー加害の一側面
中尾　知代（�同志社大学ジャーナリズム・メディア・アーカイブス研究センター、 

岡山大学大学院行動科学学科目元教員）

現地開催 オンデマンド配信

現地開催 オンデマンド配信
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D3-3	 日本における帰還兵家族の当事者運動と戦争トラウマ
北村　　毅（大阪大学大学院人文学研究科）

D3-4	 日本における戦争トラウマの回避を考える
森　　茂起（甲南大学人間科学研究所）

■15：20 ～ 16：50　シンポジウム D4

日本における EMDR 療法の実装に向けてー臨床研究　途中経過ー
企　  画  　者：	 市井　雅哉（大阪医科薬科大学、兵庫教育大学、日本 EMDR 研究所）
座　　　　長：	 市井　雅哉（大阪医科薬科大学、兵庫教育大学、日本 EMDR 研究所）
		  森　　貴俊（医療法人心療内科新クリニック）
シンポジスト：	 森　　貴俊（医療法人心療内科新クリニック）
		  菊池安希子（武蔵野大学人間科学部）
		  市井　雅哉（大阪医科薬科大学、兵庫教育大学、日本 EMDR 研究所）
		  椎野　智子（神戸親和大学文学部心理学科）

D4-1	 海外における PTSD 治療の最新トピックス
森　　貴俊（医療法人心療内科新クリニック）

D4-2	 EMDR を定義する：歴史的変遷から現在へ
菊池安希子（武蔵野大学人間科学部）

D4-3	 EMDR 療法のシングルアーム介入研究の報告
市井　雅哉（大阪医科薬科大学、兵庫教育大学、日本 EMDR 研究所）

D4-4	 生物学的指標に基づく EMDR療法の有効性の検討 ―唾液検体を用いた評価
椎野　智子（神戸親和大学文学部心理学科）

現地開催 オンデマンド配信
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■シンポジウム E1

生きづらさへの多層的アプローチ：トラウマを背景に持つ人々への支援の実装
企　  画  　者：	 野田　哲朗（東布施野田クリニック、大阪人間科学大学）
座　　　　長：	 野田　哲朗（東布施野田クリニック、大阪人間科学大学）
		  藤田　益伸（大阪人間科学大学）
シンポジスト：	 野田　哲朗（東布施野田クリニック、大阪人間科学大学）
		  永浦　　拡（北海道教育大学旭川校）
		  谷家　優子（東布施野田クリニック、大阪人間科学大学、大手前大学）
		  薩摩　篤潤（一般財団法人江原積善会積善病院）

E1-1	 アディクションとトラウマ
野田　哲朗（東布施野田クリニック、大阪人間科学大学）

E1-2	 傷つきを抱えた生徒が「安心」を感じる学校づくり
永浦　　拡（北海道教育大学旭川校）

E1-3	 精神科医療の心理臨床での依存症と PTSD を併発している患者へのアプローチ
谷家　優子（東布施野田クリニック、大阪人間科学大学、大手前大学）

E1-4	 トラウマを背景に持つ対象者に対し、生活環境調整を軸に関わった事例について
薩摩　篤潤（一般財団法人江原積善会積善病院）

オンデマンド配信

オンデマンド配信：2026 年 8 月中旬～ 9 月 15 日（火）予定
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